
　　　十日町試験地の年最大積雪深（1918 年～ 2025 年）　　十日町試験地の冬期の気温と降水量（同右）
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■  

基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
の
重
要
性

　

日
本
の
冬
期
は
北
海
道
～
本
州
日
本
海
側
や

内
陸
山
間
地
域
の
広
い
範
囲
が
雪
に
覆
わ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
雪
崩
を
は
じ
め
と
す
る
山
地

災
害
対
策
や
森
林
流
域
の
水
・
物
質
循
環
の
解

明
、
多
雪
地
の
林
業
技
術
の
開
発
な
ど
に
お
い

て
降
雪
や
積
雪
の
特
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
い
え
ま
す
。

　

十
日
町
試
験
地
は
、
多
雪
地
に
位
置
す
る
気

候
的
特
性
を
活い

か
し
て
、
１
９
１
７
年
の
創
設

以
来
、
気
温
、
降
水
量
等
の
基
本
的
な
気
象
観

測
に
加
え
て
、
積
雪
深
の
観
測
を
継
続
し
、
雪

の
多
様
な
観
測
を
通
し
て
雪
と
森
林
の
研
究
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。
１
０
０
年
以
上
の
長
期

に
わ
た
る
観
測
デ
ー
タ
は
、
月
ご
と
に
と
り
ま

と
め
て
集
計
、
保
管
す
る
と
と
も
に
、
継
続
し

て
公
表
し
、
大
学
や
研
究
機
関
の
研
究
者
の
み

な
ら
ず
地
方
自
治
体
や
地
元
新
聞
社
、
民
間
企

業
、
一
般
市
民
に
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

■   

中
山
間
地
域
の
貴
重
な
積
雪
深
デ
ー
タ

　

中
で
も
積
雪
深
は
、
気
象
官
署
に
お
い
て

は
早
く
か
ら
観
測
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
積

雪
の
多
い
中
山
間
地
域
に
お
け
る
観
測
は
、

１
９
８
０
年
代
に
気
象
庁
の
ア
メ
ダ
ス
観
測
が

開
始
さ
れ
る
ま
で
ほ
と
ん
ど
な
く
、
十
日
町
試

験
地
の
長
期
に
わ
た
る
積
雪
深
デ
ー
タ
は
大
変

貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
災
害
を

も
た
ら
す
大
雪
の
頻
度
が
増
加
す
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
一
方
で
、
水
資
源
と
し
て
の
山
地
積

雪
の
変
動
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
懸
念
さ
れ
る
地
球
温
暖
化
に

と
も
な
う
気
候
変
動
の
影
響
が
ど
の
よ
う
に
現

れ
て
く
る
の
か
。
ま
た
、
そ
う
し
た
こ
と
が
森

林
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
の
か
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
る
研
究
の
基
礎
デ
ー
タ

と
し
て
、
長
期
の
継
続
し
た
気
象
・
積
雪
観
測

デ
ー
タ
は
、
と
て
も
役
立
つ
に
ち
が
い
あ
り
ま

せ
ん
。

■   

ま
す
ま
す
高
ま
る
長
期
研
究
の
意
義

　

森
林
総
合
研
究
所
で
取
り
組
ん
で
い
る
長
期

研
究
の
う
ち
、
森
林
生
態
系
、
人
工
林
、
気
象

そ
れ
ぞ
れ
の
長
期
観
測
に
つ
い
て
、
意
義
と
成

果
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

　

自
然
の
世
界
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
雑

に
絡
み
合
い
関
係
し
あ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
気
候
変
動
に
よ
っ
て
不
確
定
要
因
が
ふ
え

る
と
さ
れ
る
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
お
い
て
、
長

期
観
測
に
よ
る
基
礎
デ
ー
タ
の
収
集
と
蓄
積
は
、

気
候
変
動
や
土
地
利
用
の
変
化
に
対
す
る
「
森

林
の
応
答
」
や
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
回
復
力
）」

の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
す
。

森
林
総
合
研
究
所
が
担
う
長
期
研
究
の
意
義
は
、

こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
、
高
ま
っ
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

気象の長期観測

成果
　十日町試験地の年最大積雪深は、雪
の多い年は300cmを超え、少ない年
は 100cm未満のこともあり、年によ
る変動が大きいことが特徴です。グラ
フをみるとわかるように、長期的には、
100年間で52cm程度のペースで減少
しています。こうした傾向は、長期観
測があってこそわかることです。
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「雪の研究」を特集。
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ホームページでの
特集「雪ありて十日町
　雪の研究100年」

　十日町試験地での108年にわたる観
測結果では、冬期（12月～2月）の平均
気温は100年換算にして1.3℃の割合で
上昇しています。一方、冬期の降水量
は、いまのところ長期的な増加や減少
の傾向はみられませんが、気温が低い
冬に降水量が多い傾向があります。地
球温暖化の影響をどのように読み解く
か、今後も長期的な観測が必要です。
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現在の気象観測のようす。
Aは、気温計と湿度計。
Bは、降水量計。

十日町試験地のかつての気
象観測のようす（1991 年 3

月撮影）。手前 : 百葉箱（気

温と湿度を測定）奥 : 降水量
を測る装置。

特集◉森林の長期研究の意義と成果

長期観測を続けている
十日町試験地。

十日町試験地にあ
る年最大積雪深の
実寸大グラフ。

十日町試験地●意義
　気象や気候と森林との関係も、長期
の観測が必要とされる研究分野です。
森林総合研究所は、新潟県に十日町試
験地を置き、100年以上にわたり気象
や雪に関する調査と研究を継続してき
ました。これら長期にわたる基礎デー
タは、山地積雪の水資源としての可能
性を探る研究や、気候変動に関する研
究にも貢献しています。

森林の
長期研究の意義と成果

特集◉

https://www.ffpri.go.jp/pubs/kikan/kikan-47.html
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